
  

 

 

～ 住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりに向けて ～ 
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広島市域では、現在３６の地域団体が、地域の高齢者のちょっとした困りごとの支援

を行う「住民主体型生活支援訪問サービス」に取組まれています。庭の草取りや家具等

の移動といった、これまでの介護保険では提供できなかったサービスにも取組まれてお

り、平成２８年度の事業開始以降、団体数、対応件数ともに少しずつ増加してきていま

す。 

 

本サービスは地域住民の助け合い活動がベースになっているため、サービス提供によ

る依頼者の課題解決だけではなく、気にかけあえる地域づくりや他機関との相談し合え

る関係づくり、といったサービス提供に付随して生まれる様々な副産物も大切にしてい

ます。もちろん、活動にあたってはご苦労やお悩み、行き詰まり感もおありだと推測し

ています。そのような状況にあっても、地域のこれからを考え、前向きに取組んでいた

だいている実施団体の皆さまに拝謝いたします。 

 

この冊子では、取組内容のほか、数字には表れにくい、立ち上げの経緯や助け合い活

動への「想い」も伝わるよう掲載しています。実施団体の皆さまにおかれましては、今

後の活動継続の参考に、サービスへの参画を検討されている方におかれましては、参画

への後押し材料になりましたら幸いです。 
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  （１） 事業の概要 
 

住民主体型生活支援訪問サービスとは、「介護予防・日常生活支援総合事業」（介護

保険事業）で実施する訪問型サービスの１つです。地域団体等が「ちょっとした困り

ごと」支援が必要な高齢者等の居宅を訪問し、生活の支援を行うサービスです。広島

市では、本サービスを実施する団体に、運営費などの費用の一部を補助しています。

令和５年３月３１日現在、広島市域では３６の地域団体が本サービスに取組んでいま

す。 

サービスの内容は、家の中の掃除やゴミ出し等の生活支援（第１号サービス）と、

これまでの介護保険のサービスでは提供することができなかった庭の草取りや電球交

換等（第２号サービス）があり、各団体が実施可能なサービスを選び、実施していま

す。 

サービスの利用料も有償ボランティアにふさわしい範囲内で、各団体が設定するこ

とができるため、無償の団体もあれば、１時間単位で利用料をいただいている団体も

あります。 

サービスの実施にあたっては、地域包括支援センターと連携を図りながら、地域に

住む高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らしていくために、支援をしています。 

運営費の補助 

    住民主体型サービスの提供に必要な運営費 ボランティアコーディネーターへの謝礼金（１日当たり） 

金額 １０万円   ※初年度のみ２０万円 １,０００円 

 

サービスの種類  

 <第１号サービス> 

   ア 掃除（居室内やトイレ・卓上等の清掃、ゴミ出し） 

   イ 洗濯（洗濯機又は手洗いによる洗濯、洗濯物の乾燥・取り入れ・収納、アイロンがけ） 

   ウ ベッドメイク（利用者不在のベッドでのシーツ交換、布団カバーの交換等） 

   エ 衣類の整理・被服の補修（夏・冬物等の入れ替え等、ボタン付け、破れの補修等） 

   オ 一般的な調理、配下膳（配膳、後片付けのみ、一般的な調理） 

   カ 買い物・薬の受け取り（日常品等の買い物（内容の確認、品物・釣り銭の確認を含む）、薬の受け取り） 

<第２号サービス> 

    ア 草むしり、花木の水やり、植木の剪定等の園芸 

イ 犬の散歩等ペットの世話 

ウ 家具・電気器具等の組み立て・移動・修繕・模様替え 

エ 大掃除、窓のガラス磨き、床のワックスがけ 

オ 室内外家屋の修理、ペンキ塗り 

カ 正月、節句等のために特別な手間をかけて行う調理 

キ 書類・郵便物等の確認、手続きの助言 

ク 新聞、書類等の代読、パソコン操作 

ケ 散歩・買い物等外出時の付き添い 

コ 無償により自家用車を使用して行う送迎 

<第３号サービス> 

第１号及び第２号サービスに含まれないサービスで、実施団体が独自に提供することを市長が認めたもの 



  

実施団体 

にとって 

生活支援コーディネーター 

による支援 

市・区社会福祉協議会にいる生活支援コーディネ

ーターが、事業実施に向けて立上げや運営につい

て、団体に寄り添って支援します。 

地域包括支援センター 

との協働 

専門職と相談しながら、困りごとの支援ができま

す。 

相談者の方の相談はもちろん、普段から顔の見え

る関係が築けることで、地域課題等についても相談

しやすくなり、解決に向けて一緒に取組みやすくな

ります。 

継続的な 

運営費の確保 

 活動を継続していくためには、運営費も必要とな

ります。本サービスでは、その一部を補助すること

ができるため、継続的な運営費の確保につながりま

す。 

地域に住む 

高齢者 

にとって 

サービスの 

選択肢の拡大 

 お困りごとの内容によっては、専門職ではなく、

顔見知りの地域の方に支援していただきたいこと

もあると思います。また、ホームヘルパーなどの専

門職の支援は、今後、調整が難しくなることも考え

られます。 

本サービスがあることで、高齢者ご本人が支援し

てもらう先の選択肢が広がります。 

住み慣れた地域で 

安心して暮らし続けること

ができる 

 地域での助け合い活動が充実することで、ちょっ

とした困りごとがでてきても、住み慣れた地域で、

安心して暮らし続けることができるようになりま

す。 

地域 

にとって 

見守り支え合う 

地域づくりの推進 

 地域住民同士で助け合うことで、地域における人

と人とのつながりを築くことができ、豊かな地域づ

くりにつながります。 

（２） 事業の強み 

 

本サービスは、地域の高齢者等のため

に、実施団体、地域包括支援センター、

市・区社会福祉協議会が連携して取組む 

活動です。 



 

 

年度 実施団体数 総依頼件数 
内 

事業対象 

内 

事業対象外 

事業対象 

延べ提供件数 
実利用人数 

平成２９ ２０ ３９９ １３７ ２６２ ５０７ ４９ 

平成３０ ２２ ４５４ ２５３ ２０１ ９９６ ７９ 

平成３１ ２６ ５７１ ２２７ ３４４ ８７３ １０１ 

令和 ２ ３０ ５８４ ２４２ ３４２ ６３１ １１１ 

令和 ３ ３５ ７８３ ３０３ ４８０ ８３７ １５５ 

令和 ４ ３６ ７６７ ２６２ ５０５ １５７０ １３４ 
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 実施団体数は毎年増え、事業開始当初と比べれば、依頼件数、

提供件数、実利用人数はかなり増えています。 

延べ提供回数は、あくまで事業対象としてサービス提供した件

数です。自主活動での対応を含めると、さらに多くの支援が実施

されています。 

 ※ 件数の増減等は、新型コロナウイルス感染症の影響もある

と思われます。 

 



  

総依頼件数 767 

内 事業対象件数 262 

内 事業対象外支援件数 505 

事業対象延べ提供件数 1570 

実利用人数 134 

（４） 令和４年度の実績報告 

 

 「掃除」の多くは、週２回や週１回などの「ゴミ出し」支援です。 

 「ゴミ出し」は、短時間での支援ではありますが、頻度が多く、在宅

生活を送る上では必ず必要となる行為です。短時間かつ早朝であること

も少なくないため、ホームヘルパーの調整が難しいこともあります。地

域の皆さんによる支援が欠かせない状況です。 

 第３号サービスの内容は「話し相手（傾聴）」でした。 
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無償により自家用車を使用して行う送迎

３号サービス

事業対象延べ提供件数 内訳



 

 

区 

区 

NO. 団体名 ページ 

中区 

１ 白島地区老人クラブ連合会 ７ 

２ ボランティアグループ フレンズ（基町） ８ 

３ プロジェクトＣ(ほかほか） ９ 

４ 神崎学区社会福祉協議会 １０ 

５ ボランティアグループ フレンズ（江波） １１ 

東区 

６ 福田観音原福寿会 １２ 

７ 牛田サポートネットほおずき １３ 

８ 矢賀学区社会福祉協議会 １４ 

南区 

９ 広島らくえん会 １５ 

１０ 大河地区社会福祉協議会 １６ 

１１ 黄金山地区社会福祉協議会 １７ 

西区 
１２ ふれあいサービスもちもちの木 １８ 

１３ 井口台生活支援事業部 １９ 

安佐南区 

１４ 協同労働 びしゃもん台絆くらぶ ２０ 

１５ 安東学区社会福祉協議会 ２１ 

１６ 安学区社会福祉協議会 ２２ 

１７ ボランティアバンク「はらみなみ｣ ２３ 

１８ ボランティア部会ながつか ２４ 

１９ 戸山学区社会福祉協議会 ２５ 

２０ ボランティアバンク「とも」 ２６ 

２１ 特定非営利活動法人さわやかけあ広島 ２７ 

安佐北区 

２２ 志屋地区社会福祉協議会 ２８ 

２３ 三田よろずやワーク ２９ 

２４ タンポポのわたげ ３０ 

２５ 可部地区社会福祉協議会 ３１ 

２６ 可部南地区社会福祉協議会 ３２ 

２７ 亀山地区社会福祉協議会 ３３ 

２８ 森城ハウス・トライ ３４ 

安芸区 

２９ 畑賀地区社会福祉協議会 ３５ 

３０ 阿戸地区社会福祉協議会 ３６ 

３１ やのまち一寸太助共同体 ３７ 

佐伯区 

３２ 五月が丘ほほえみ ３８ 

３３ 藤の木学区社会福祉協議会 ３９ 

３４ 佐伯区観音社会福祉協議会 ４０ 

３５ 美鈴が丘レスキュー ４１ 

３６ 和みの会 ４２ 



 
 

活動団体の通称 白島地区老人クラブ連合会 
団体立上げ 

時期 
昭和４６年１２月１日 

相談窓口 

所在地 

〒730-0003 

中区白島中町１０－３ 

白島老人集会所 

事業開始 

時期 
平成２８年１０月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日～日曜日 

９時～１３時 

従事者数 

（担い手） 
１６人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

１２人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

１６人 

対象地域 白島町内会域 
依頼が多い 

支援内容 
ゴミ出し、植木の水やり 

助け合い活動を

始めたきっかけ 
町内全体が助け合えるような関係を作りたいという思いで始めました。 

事業に参画した 

きっかけ 

町内会全体が一体化できないか、老人クラブ連合会の活動の発展と会員 

が増えたらと思い立ち上げました。 

事業に参画して 

よかったこと 
町内会全体に老人クラブ連合会のことが浸透したと思います。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

本人を中心に考えて支援をすること。 

なるべく近隣の人に支援をお願いし、お互い知り合いになってもらうこ

と。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

いつでも相談に来てもらえるように毎日事務所を開設しています。 

月１回、地域包括支援センター、区社協と情報交換会を行っています。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

町内全員が町内会、老人会、子ども会、女性会、体協などの団体に加入

し、みんなが知り合いになるように自分たちの活動を盛り上げていきたい

です。 
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１ 白島地区老人クラブ連合会 



 
 

活動団体の通称 
ボランティアグループ 

フレンズ（基町） 

団体立上げ 

時期 
平成２８年７月 

相談窓口 

所在地 

〒730-0011 

中区基町１９－２－５１５ 

悠悠タウン基町デイサービス

センター内 

事業開始 

時期 
平成２８年１０月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日～金曜日 

９時～１８時 

従事者数 

（担い手） 
２０人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

２人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

２０人 

対象地域 基町小学校区域 
依頼が多い 

支援内容 
掃除、ゴミ出し、買い物代行 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

高齢化率が高く、独居高齢者世帯が多い地域のため、平成１９年から開

始した「基町地区高齢者見守りネットワーク」活動をする中で、日常生活

での支援ニーズが多かったため。 

事業に参画した 

きっかけ 

高齢者が支えられるだけではなく、支え手にもなれる機会を増やしてい

きたかったため。 

事業に参画して 

よかったこと 
地域で活動できる場ができ、活躍できる人が増えたこと。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

地域でのつながりを作ること。 

無理のない活動にすること。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

見守る人・見守られる人ではなく、地域のみなさんが自分の特技を生か

して元気に暮らせるよう、「地域の達人」登録カードを活用し、担い手募

集にもつなげている。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

もっと様々な活動者を増やしていけるような取り組みをしたいです。 

 

２ ボランティアグループ フレンズ（基町） 



 
 
 

活動団体の通称 プロジェクト C（ほかほか） 
団体立上げ 

時期 
平成２８年５月 

相談窓口 

所在地 

〒730-0854 

中区土橋５－３５ 

もちもちの木土橋のおうち内 

事業開始 

時期 
平成２８年１０月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日～日曜日 

１０時～１６時 

従事者数 

（担い手） 
５人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

２人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

５人 

対象地域 中区全域 
依頼が多い 

支援内容 
話し相手他 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

平成２７年、志民が学びあい、助け合って、地域の課題を解決しよう

と、ボランティア活動の仲間達有志と立ち上げました。 

事業に参画した 

きっかけ 

色々な行事に参加し、親しくなった方からの要望で、「遠慮なく、難し

くなってくる家での用事、通院等色々なお願いごとが出来ればいいよね」

という言葉から立上げて事業に参画しました。 

事業に参画して 

よかったこと 

多くの方の協力の中、仲間づくりができ、利用される方からの学びも多

く得ることができました。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

活動しながらお互いの信頼関係を築き、自分たちのできる範囲で活動す

ること。 

また活動する中で依頼者の細かい変化にも気付き、家族の方たちに連絡

を入れたり相談をするようにしている。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

「困ったことは話してみんさい。できる事はお手伝いします。」をモッ

トーにお節介グループです。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

最近問題になっているヤングケアラーの支援もできたらと思います。ま

たまだ困っておられる方は多いと思いますが、「お手伝いできるグループ

が沢山あるよ。」ということを広報していきたい。 

 

 

３ プロジェクトC（ほかほか） 



 
 

活動団体の通称 神崎学区社会福祉協議会 
団体立上げ 

時期 
昭和４５年７月 

相談窓口 

所在地 

〒730-0856 

中区河原町 15－16 

神崎会館 

事業開始 

時期 
令和元年７月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日・木曜日・金曜日 

１４時～１６時 

従事者数 

（担い手） 
２３人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

９人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

２３人 

対象地域 神崎小学校区域 
依頼が多い 

支援内容 
庭の草取り・剪定 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

中区社会福祉協議会からの参画要請がきっかけであるが、高齢者地域支 

え合い事業「神崎安心ネット」導入後も地域の助け合い活動の充実が検討

課題となっていたこともあり立ち上げることにしました。 

事業に参画した 

きっかけ 
中区社会福祉協議会からの参画要請がきっかけです。 

事業に参画して 

よかったこと 
サービスの提供を受けた人から感謝されたことです。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

該当町内会にも協力をお願いしている。 

わがココ自慢!! 

（団体の自慢） 
自主活動で要支援者以外の困っている方も支援対象にしている。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

困っている方が相談しやすい工夫をしていきたい。 
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事務所での相談対応 

４ 神崎学区社会福祉協議会 
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活動団体の通称 
ボランティアグループ 

フレンズ（江波） 

団体立上げ 

時期 
平成２８年７月 

相談窓口 

所在地 

〒730-0831 

中区江波二本松二丁目４－１７

多世代交流えん 

事業開始 

時期 
平成２８年１０月 

相談窓口 

開設時間 

火曜日・木曜日・土曜日 

１０時～１２時 

従事者数 

（担い手） 
３８人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

２５人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

３８人 

対象地域 江波小学校区域 
依頼が多い 

支援内容 
掃除、庭木の剪定 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

地域には、すでにちょっとした困り事を助けたり、助けてもらったりし 

て支え合っている場合があります。そういったちょっとした気遣いの気持

ちが広まれば良いなと思い活動を始めました。 

事業に参画した 

きっかけ 

介護保険や制度だけではなく、地域の助け合いも充実すれば、一人暮ら

しの高齢者も住みやすい地域になると思います。 

事業に参画して 

よかったこと 

今まで二者間の助け合いだったものが「フレンズ」が間に入ることで、

本人の総合的な支援を考えてくれることに繋がったり、安心して活動が継

続できることにつながったと思います。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

まずは、ボランティアが安全に活動出来る事が一番だと思っています。

すぐに支援に入るのではなく、その人がなぜそのことに困っているのか、

どうしてそのような状況になっているのか等、最初の聞き取りを大切にし

ています。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

地域のことを良く知っているコーディネーターが多数在籍しています。

相談内容によって地域に住む熟練者に声を掛け、ボランティア活動する人

の輪を広げています。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

地域のニーズを聞きながら、地域で求められている支援は何かを考えて

いきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 
事務所での相談対応 活動の風景 

５ ボランティアグループ フレンズ（江波） 



 
 

活動団体の通称 福田観音原福寿会 
団体立上げ 

時期 
平成１１年４月 

相談窓口 

所在地 

〒732-0029 

東区福田三丁目３５－６ 

観音原集会所 

事業開始 

時期 
平成２８年１０月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日・水曜日・金曜日 

１３時半～１６時 

従事者数 

（担い手） 
７人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

７人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

７人 

対象地域 福田観音原自治会区域 
依頼が多い 

支援内容 

掃除・ゴミ出し・庭木の剪定 

家具などの修繕・電灯取換 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

老人会活動を活発にするため、行事の参加促進となる送迎や庭木の剪定

など日々の困り事を助けながら、活動の輪を広げるために始めました。 

事業に参画した 

きっかけ 

以前から活動のベースがあったため、事業を更に発展させ活動の活発、

充実をはかるために参画しました。 

事業に参画して 

よかったこと 

一段と地域の支援の輪が広がり、声かけがしやすくなったことで、近隣

の人との会話が増えてきました。さらに、自治会の人との触れ合いで、人

間的な繋がりがより一層強くなっています。また、活動を重ねることで高

齢者世帯に対する見守りの視点も向いてきているように思います。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

相談者の気持ちを大切にして、要望を可能な限り聞いて、実現できるよ

うにしています。 

いきいきサロンに行きたいのに歩いて行くことが難しい高齢者がいる

ため、サロン開催時には、担当を決めて、足の不自由な人、坂道の下から

来る人には送迎を実施しています。またグラウンドゴルフ場まで距離があ

るので、車のない人などには、積極的に声掛けをして同乗を勧めています。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

役員同士の連携がとれており、イベントの参加者も多いです！！ 

公園清掃にも力を入れており、特にトイレは広島一綺麗です！！ 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

１年間のサービス内容や利用状況などをまとめ、「すでにこれだけの利

用者がありますよ！」と実態をお知らせしてみたい！「皆さんも利用して

いるなら、自分もお願いしてみようか」と、感じてもらえるのではないか

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

庭
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送迎前の１枚 

６ 福田観音原福寿会 



  
 

活動団体の通称 牛田サポートネットほおずき 
団体立上げ 

時期 
令和 3 年 3 月 

相談窓口 

所在地 

〒732‐0067 

東区牛田旭二丁目 6－15 

牛田集会所内 

事業開始 

時期 
令和 3 年 10 月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日～金曜日 

9 時～12 時 

従事者数 

（担い手） 
７4人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

9 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

７4 人 

対象地域 牛田小学校区 
依頼が多い 

支援内容 

ゴミ出し、病院付添、草刈り

室内外の清掃等 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

以前から活動していたボランティアバンクが、都合により令和元年６月

に活動を停止しました。しかし、高齢者や子育て世代など幅広い層のみな

さんから日常生活上での困りごとの支援が欲しいという声や、介護の専門

職からは「軽微な業務が多く、本当に必要としている方々に充分な支援が

できなくなってきている」という声があがっていることから、牛田学区社

会福祉協議会が中心となって立ち上げました。 

事業に参画した 

きっかけ 

当団体は、広島市が推奨している協同労働方式で運営しており、提供

サービスの多くが住民主体型サービスと合致しており、補助制度を活用す

ることで、財政面等での支援を受けたかったからです。 

事業に参画して 

よかったこと 
多くの依頼者から、喜びや感謝の言葉をいただいていることです。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

依頼者の要望に、できる限りの支援をするように、しっかり依頼者と話

し合いをするようにしています。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

７０名を超える会員が登録されており、多くのサービス内容が提供でき

る体制があることです（住民主体型サービスメニュー１６項目：団体の提

供サービスメニュー４０項目）。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

当面は、現在のサービスを住民の方々に浸透・定着することに重点を置

き活動していますが、将来的には、活動範囲内に坂が多いこともあり、車

等での移動サービスが提供できればいいと思っています。 
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７ 牛田サポートネットほおずき 



 
 

活動団体の通称 矢賀ボランティアバンク 
団体立上げ 

時期 
昭和 37 年 4 月 

相談窓口 

所在地 

〒732-0042 

東区矢賀二丁目 8-34 

矢賀中央集会所 

事業開始 

時期 
平成 28 年 10 月 

相談窓口 

開設時間 

火曜日 

10 時～11 時半 

従事者数 

（担い手） 
35 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

2 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

35 人 

対象地域 矢賀小学校区 
依頼が多い 

支援内容 

庭の草取り・剪定 

家具等の修繕・取換 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

高齢者等の「ちょっとした日常生活のお手伝い」を目的とし、平成２６

年８月にボランティアコーディネーターを２名委嘱し、平成２７年１月か

らボランティアバンクを本格的に立ち上げました。 

事業に参画した 

きっかけ 

平成２８年度にモデル事業の募集があり、事業内容がボランティアバン

クの取り組みとほぼ同じであるため、取り組むことになりました。 

事業に参画して 

よかったこと 

 地域包括支援センターでは対応しきれないサービスの受け皿ができま

した。また、市の補助が受けられて、矢賀学区社協の財政負担が若干なが

ら軽くなりました。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

定期的にこの事業の広報を行い（広報紙「矢賀学区だより」への掲載や

掲示板の利用）、助け合い活動の意識向上を図っています。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

毎週火曜日の相談窓口開設時間は、地域住民と専門職（地域包括支援セ

ンター、区社協など）が集まり、住民からの相談をしっかり受け止め、つ

なぐ体制が整っています。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

広島市から譲渡されたタブレット端末を活用し、Zoom を使った「お元

気確認（見守り活動）」など、新たなメニュー開発を検討中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンカーテンの撤去中 大きな家具の移動のお手伝い 

８ 矢賀学区社会福祉協議会 



                 
 

活動団体の通称 広島らくえん会 
団体立上げ 

時期 
平成２９年３月 

相談窓口 

所在地 

〒732－0827 

南区稲荷町１－２４ 

新見ビル 502 号 

広島らくえん会事務所 

事業開始 

時期 
平成２９年７月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日・水曜日 

木曜日・土曜日 

15 時～17 時 

従事者数 

（担い手） 
9 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

3 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

9 人 

対象地域 南区全域 
依頼が多い 

支援内容 
病院付添、買物、片付掃除 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

高齢社会の諸問題が急拡大する中、それを支える仕組みや体制が貧弱で 

す。人の尊厳や生きる権利が失われつつある現状に危機感を感じてきまし

た。 

事業に参画した 

きっかけ 

既存の社会福祉活動が沈滞していく中、財政背景もあり、普及し永続的

に続けられる仕組みの１つとして総合事業をとらえました。 

事業に参画して 

よかったこと 

自主事業含め、現在は月間で約１００件の支援を行っています。財政的

にも安定して来ました。広島市の事業という安心感と、地域包括支援セン

ターなど公的なつながりで、利用者が増えてきたと言えます。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

困っていることだから、基本的にはあらゆる依頼を受け入れて親身に相

談に乗ります。どうすればできるかを検討し、効率を工夫したり、人員や

日程を調整して、依頼に応えられるよう誠意を持って臨んでいます。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

利用者の立場に立って困りごとを解決し、さらに満足度を高めるような

サービスを心がけています。その甲斐あってか、利用者やケアマネなどか

らリピートオーダーが増えて、感謝の言葉や涙をいただくことも多くあり

ます。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

今後更なる件数や幅広い内容の依頼が想定されるため、対応技術や知識

を研鑽し、効率を高めるツールを取り入れます。とりわけ重要なのが担い

手の充足であり、会員の拡大と障がい施設等との連携を計画しています。 

、 

 

 

 

 

 

 

９ 広島らくえん会 

移動支援の様子 活動現場の様子 



 
 

活動団体の通称 
大河地区社会福祉協議会 

ボランティアバンクひまわり 

団体立上げ 

時期 
平成１７年 

相談窓口 

所在地 

〒73４-00４３ 

南区旭一丁目１４－１２ 

大河集会所 

事業開始 

時期 
令和２年 10 月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日 

１０時半～1２時 

従事者数 

（担い手） 
２６人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

２６人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

２６人 

対象地域 大河小学校区域 
依頼が多い 

支援内容 
庭の草取り・剪定 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

福祉のまちづくりプランの中で市・区社協が推進する３事業（近ミニ・

いきいきサロン・ボラバン）を開始するにあたり、大河地区社協がモデル

実施団体となり、ボランティアバンクを立ち上げ、現在に至っています。 

事業に参画した 

きっかけ 

 事業開始当初、南区社協から事業参画の話が入り、活動の幅が広がれば

と思い、始めました。 

事業に参画して 

よかったこと 

 地域包括との関わりが増えたことです。支援をする中で、少しでも気に

なる方がいる時には地域包括に連絡するなど、地域包括と連携をとる機会

が増えました。 

 また、事業に参画することで依頼件数も増え、活動の周知にもつながり

ました。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

活動者も楽しみながら活動することを大切にしています。 

また、依頼が入った際にはその場で判断せず、必ず現地を下見して依頼

を受けるかどうかの判断をしています。その他、グループＬＩＮＥを活用

して活動者の日程調整や活動報告などの情報共有を行っています。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

支援内容や活動報告などを記載した「ひまわり通信」を年に２回発行し、

全戸に配布しています。 

また、ボランティアバンク登録者交流会を年に４回開催し、活動報告や

意見交換などを行っています。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

後継者の育成をしつつ、若い活動者を増やしていきたいです。 

また、利用者と交流しながら一緒に活動ができればと思っています。 

 

 

 

 

 

 

１０ 大河地区社会福祉協議会 
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活動団体の通称 
黄金山地区社会福祉協議会 

ボランティアバンクみどり 

団体立上げ 

時期 
平成 13 年７月１５日 

相談窓口 

所在地 

〒734-0042 

南区北大河町３１－６ 

黄金山会館 

事業開始 

時期 
令和 3 年 7 月 

相談窓口 

開設時間 

木曜日 

10 時～12 時 

従事者数 

（担い手） 
２９人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

５人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

２８人 

対象地域 黄金山小学校区域 
依頼が多い 

支援内容 

庭の草取り、剪定 

室内外家屋の修理 

助け合い活動を

始めたきっかけ 
地域で高齢者が増えて、困りごとの依頼が徐々に増えてきたため。 

事業に参画した 

きっかけ 

地区の役員体制が入れ替わり、せっかくある「ボランティアバンクみど

り」を復活させようという声が高まったため。 

事業に参画して 

よかったこと 

地域の方から感謝の声が寄せられたときは、やってよかったと思いま

す。地域内でコミュニケーションが増えました。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

無理をしないこと。身の丈にあった活動をすること。活動報告をこまめ

にすること。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

仕事の依頼が入ると、みなさんが積極的に手伝ってくださること。 

特技のある方が多くて、助かります。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

情報宣伝（広報）を定期的に行うこと。 

 

 

１１ 黄金山地区社会福祉協議会 

剪定作業の様子 

研修会の様子 



  
 

活動団体の通称 
ふれあいサービス 

もちもちの木 

団体立上げ 

時期 
平成１５年４月 

相談窓口 

所在地 

〒733-0822 

西区庚午中一丁目 9－１１ 

（庚午のおうち） 

事業開始 

時期 
令和 4 年 7 月 

相談窓口 

開設時間 

火曜日 8 時～15 時 

水曜日 12 時～16 時半 

従事者数 

（担い手） 
25 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

3 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

25 人 

対象地域 
西区 

庚午・草津・古江 

依頼が多い 

支援内容 

外出時の付添支援、草取り 

剪定、屋外修理、室内清掃 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

地域高齢者サロンの中で、困りごとを聞くことが多くなり 

地域住民で協力できることはないだろうかと思ったのがきっかけです。 

事業に参画した 

きっかけ 
地域の困りごとを聞く中で、生活支援サービスの必要性を感じたため。 

事業に参画して 

よかったこと 

生活支援訪問サービスを実施することで、区社協・地域包括支援センタ

ーとの連携が充実できて、地域のつながりが深まりました。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

利用される方の生活スタイル・気持ちを大切にし、困りごとの解決に努

力いたしています。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

月に一回「ふれあいサービスもちもちの木勉強会」を開催し、情報共有

をしています。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

依頼をできるだけ受け入れたい為、幅広く手伝ってもらえる担い手を口

コミで増やしていく活動を継続していきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
草取りともみじの剪定 毎月勉強会を開催しています！ 

１２ ふれあいサービス もちもちの木 



  
 

活動団体の通称 井口台生活支援事業部 
団体立上げ 

時期 
平成１７年９月 

相談窓口 

所在地 

〒733-0844 

西区井口台一丁目 22-19 

井口台集会所 

事業開始 

時期 
平成 29 年 7 月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日・水曜日・金曜日 

13 時～15 時 

従事者数 

（担い手） 
19 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

16 人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

19 人 

対象地域 井口台小学校区域 
依頼が多い 

支援内容 

庭の草取り・剪定 

家具等の修繕・取換 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

一人暮らしの高齢者の女性から「網戸が破れた。どこに頼めばいいのか」 

と相談を受けたので、友達と二人で修理したのがきっかけです。高齢化が 

進み日常生活の中でお困りの方が増えるので、助け合い活動をしようと数 

人で立ち上げました（その内に声をかけた結果 21 名となりました）。 

事業に参画した 

きっかけ 

作業道具の種類、数が不足していたので、補助金で整備することにしま

した。 

事業に参画して 

よかったこと 

訪問して作業を済ませた後、「ありがとうございました」の感謝の一言

に最高の喜びを感じました。小さなお手伝いを、大変喜んでいただいたこ

と。こんなことで社会のためにお役にたてたかと思えば、「良いことをし

たなあ・・」と実感しました。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

①何でも相談に乗る。高齢者・障害者の方々を中心にすべて聞き、関係

各所に相談・連絡をして、最後まで面倒をみます。 

②網戸・障子の張り替えは、集会所のホールで机を並べたうえで、行う 

ようにしている。作業姿勢が楽なので、効率が上がります。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 
各人が得意なスキルを持っていて、多様な要求に対応できます。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

社会福祉協議会・民生委員・地域包括・町内会等の情報を、共有しより

暮らしやすい町にするため、次代を担ってくれる人の確保を進めたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

庭の草取り・剪定 軽トラックを活用して活動しています！ 

１３ 井口台生活支援事業部 



 
 

活動団体の通称 
協同労働 

びしゃもん台絆くらぶ 

団体立上げ 

時期 
平成３１年１月 

相談窓口 

所在地 

〒731-0151 

安佐南区毘沙門台二丁目３９－２２ 

ふれあいセンター絆 

事業開始 

時期 
令和２年１０月 

相談窓口 

開設時間 

月曜日～土曜日 

９時～１７時 

従事者数 

（担い手） 
１９人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

６人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

１９人 

対象地域 毘沙門台小学校区域 
依頼が多い 

支援内容 

庭の草取り・剪定、障子・網

戸の張替え、移動支援 

助け合い活動を

始めたきっかけ 

以前は町内会単位で高齢者の困りごとに対し無償で行っていたが、依頼者が

お礼が気になること、作業者も手弁当では負担が大きすぎることで少しずつ依

頼者も作業者も減少していった。 

しかし、これからの団地の高齢化を見据え、有償での支援を考え、また市の推

薦もあり協同労働の設立を考えた。 

事業に参画した 

きっかけ 

有償にしたことで依頼者の気兼ねがなくなり、件数が増加。その多くが高齢者

であること、事業の発展に補助金を活用することを視野に申請に至る。 

事業に参画して 

よかったこと 

・住民の方との顔の見える関係で活動出来ること。 

・地域包括支援センターや区社協と関わることで安定して低額でのサービスが

可能となったことで利用者に安心感が生まれたこと。 

活動するうえで 

大切にしている 

こと(工夫など) 

・相談、現況調査、活動、事後確認、料金徴収等何度も利用者宅をお伺いするこ

とで、多角的な視点で住民を支えることや、顔の見える関係づくりに役立つ。

次回の利用に繋がり安心して利用できるという口コミで繋がっている。 

・学区社協や町内会イベントの手伝い、花壇整備、小中高校との門松作りに絆く

らぶが携わることでボランティア活動者の活躍の場を提供している。 

わがココ自慢‼ 

（団体の自慢） 

団地内の困りごとは年齢を問わずに請け負いたいという思いと、引退した高

齢者の生きがいづくりから協同労働を立上げ。活動の中で生活支援に関わる部

分が増えたことからこの事業を申請。地域包括支援センターと連携することで、

高齢者の困りごとにさらに寄り添うことが可能となった。 

今後（も）、 

力を入れて 

取組みたいこと 

マスコミの放映などで最近は団地内の認知度も進んできたが、小さいことと

相談を控える方も多い。しかし一度関わらせていただくと、多くの住民はリピー

ターになられるので、今後も一人でも多くの方が安全・安心して暮らせる団地に

していくことを目標としている。 

 

 

 

 

 

１４ 協同労働 びしゃもん台絆くらぶ 

こちらの窓口にご相談ください♪ 

剪定作業の様子 



 
 

ᶍ  安東学区社会福祉協議会 
ᵱ 

 
昭和５０年 8 月 

 

 

〒731 - 0153  

安佐南区安東二丁目１６－２５  

安東学区ふれあいセンター 

南部山自治会集会所 

 

 
平成２８年１０月 

 

 

水曜日・金曜日 

９時～１２時 

 

֩ ᵣ  ֪
５０人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

５０人 

内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

５０人 

╓ 安東小学校区域 
∟ ᵫ ᵣ 

ⱱ  

庭の草取り・剪定、屋内外の

家屋等修理 

ᵰ ᵣ ᶱ

ᶠᵾᵬᶂᵪᵰ 

学区内の高齢化や複雑多様化する地域の問題に関わり合いながら、住みよい地域

実現を図るための活動拠点を目指して、「安東ふれあいセンター」を立ち上げた。 

ᶊ ᵶᵾ 

ᵬᶂᵪᵰ 

安佐南区社協からの事業参加の勧めもあり、「困りごと・心配ごと相談受付」の進

展を目指し、住民主体型による訪問生活支援モデル事業に取り組んだ。 

ᶊ ᵶᶅ 

ᶧᵪᶂᵾᵲᶇ 

・地域住民の高齢者の状況（1 人暮らし、要支援者等の実態）の把握ができる。 

・訪問を通じて課題を発見し、助け合い活動につながる。 

・高齢者見守り活動の補助的効果も大きい。 

・町内会・自治会の理解と協力が得られる。活動を通じて町内会に加入していない

人の話も聞くことができる。 

ᵸᶪᵥᵧᶆ 

ᶊᵶᶅᵣ  ᶅ

ᵲᶇ( ᶉᶈ)  

・支援活動を複数人で取り組む。時間のかかる案件は日数をかけて対応する。 

・活動時間は１回１２０分以内に抑えて、活動者の健康維持管理に注意している。 

・依頼にスピーディーに対応することで、信頼が得られてリピーターにつながる。 

・全員が活動調整や役割を担うように VCO ＝VO としている。 

・活動依頼があれば、すぐ受けてくれる人や慣れた人に依頼しがちだが、できるだ

け皆さんに活動していただけるよう配慮している。 

ᶮᵫ᷈᷈ Ṡ 

֩ ᶍ  ֪

区社協・地域包括支援センターとの連携で利用者の掘り起こしを進めている。生

活支援活動・依頼受付表と活動報告書を活用し、連絡事項欄で利用者の生活状況や

健康に関する情報を具体的に報告している。利用者には包括支援センターの役割を

伝え、保健師の訪問時には生活上の悩みや課題を相談するように勧めている。地域

包括支援センターもすぐに対応。ケアマネジメント結果票の作成をしていただける。 

֩ᶡ֪ᴲ 

ᶱ ᶫᶅ 

ᶞᵾᵣᵲᶇ 

・本事業を地域に根付かせる展開としては、学区内の１１の町内会・自治会が自主

的に生活支援活動に取り組める窓口や支援活動チーム（組織）づくりが必須。 

・以前は草取りが主であったが、相談内容の変化もある。地域で悩みながら取り組

んでいきたい。また、困りごとがどんどん入ってくる学区社協にしていきたい。 
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